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サマリ

• 2011年2月2日にJPRS10周年記念パーティが

開催されなかったら同時通訳ストリームはな
かった

• 重要な機能がプラットフォームとして提供され
るようになったので迅速に中継することが可
能になった

「泥縄」



プロローグ

• 2010年末から2011年1月ごろ、最後の2個が
いつIANAからAPNICに割り振られるか注目さ
れる

• タイミングを図ってなにかやるのではないかと
いうごく一部の噂

• そのタイミングって、APNIC31(香港)か、それと
も？



「終了」のお知らせ
2011/2/1(Tue) 9:18(JST)



X-dayのお知らせ(1)
2011/2/1(Tue) 15:36(JST)



X-dayのお知らせ(2)



X-dayのお知らせ(2)



X-Dayがやって来る！

「えっ！？」のココロ

• 明後日ですか？

• nanogの会場でマイアミから？

• 何やるの？

• 日本だと夜か。。。

• 英語だよね。。。

⇒みんな、自宅からストリーミング見るのか。。。



X-Dayまであと1日(1)

2011/2/2(Wed) 10:00

–関係者と別件のミーティング

日本でも同期して何かをする動き

記者会見？

いつ、どこで、どういう形でやるの？
記者向けだけでいいの？

まだ何も決まっていない



X-Dayまであと1日(1)

2011/2/2(Wed) 10:00

–関係者と別件のミーティング

日本でも同期して何かをする動き

記者会見？

いつ、どこで、どういう形でやるの？
記者向けだけでいいの？

まだ何も決まっていない

何をやるにせよ

「泥縄」
だよね



X-Dayまであと1日(2)

2011/2/2(Wed) 17:00

– JPRS創立10周年パーティ

–沢山の関係者とお話

2011/2/2(Wed) 19:30

–パーティ終了後に2次会で某有名店へ

–お話のなかでひらめき

まだ何も決まっていない

同時通訳流せばいいんじゃないか



X-Dayまであと1日(3)

2011/2/2(Wed) 20:00

–その場でA社長に相談

同時通訳者の手配：直ちに確認
配信方法：Ustreamが有力
場所：JPNICの会議室が有力

JPIXの会議室でも可
費用：協賛を呼び掛ける(2社ほど内諾)

詳細は翌日=当日



X-Day (1)

2011/2/3(Thu) 9:30-12:00
–総額の見積もり

–色々なコミュニケーション手段を使って調整開始

–協賛の声がけ

–中継に必要な人の手配

•速やかに判断可能なところ
•インフラ関連に積極的なところ
•適度な数

中継の実績のある人にお願い



X-Day (2)

2011/2/3(Thu)10:00ごろ

–主催者が決定

• 主催者：IPv4アドレス対応枯渇タスクフォース

2011/2/3(Thu) 13:00

–中継方法について専門家(I部長)に相談

案1：デコード／再デコード＋同通エンコード

案2：ネットラジオによる同通の配信

案3：ローテク



中継方法の検討
配信サーバ

ネットラジオ
サーバ

配信サーバ

案1

案2

案3



中継方法の検討
配信サーバ

ネットラジオ
サーバ

配信サーバ

案1

案2

案3

あれ、そもそも本家は何を使って中継するんだっけ？
nanogの中継プラットフォームらしいがそれって何？
そもそも別ストリームでもらえる可能性あるの？

ローテクで行こう！



X-Day (3)

2011/2/3(Thu) 13:11

–同時通訳ストリーミングに関する予告アナウンス

2011/2/3(Thu)14:00-16:00

–協賛各社との調整

– Webの準備

–アナウンスの準備

2011/2/3(Thu)16:41

–同時通訳ストリーミングのアナウンス



X-Day (4)

2011/2/3(Thu)20:00

–中継チーム集合による準備開始

2011/2/3(Thu)21:00-

–同時通訳者および主催者関係者が順次集合

–全体の流れの決定と前後に挟むコメント用意



X-Day !

2011/2/3(Thu)23:00-

–本家にこちらへのリンクが用意されてる！

–マイクテストで予告なく一瞬つなげたらその時点
で60人とか。

–いよいよ配信開始のはずが、

– 23:30からのはずなのに、本家が23:25分からフラ
イングで配信開始

–いきなり最後の5個の/8を配分するセレモニーと
か



本家の画面
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中継

株式会社インターネットイニシアティブ

インターネットマルチフィード株式会社

株式会社日本レジストリサービス

日本インターネットエクスチェンジ株式会社

2011年2月3日 23:30より開始
平均1200人が視聴

協賛：



中継時の様子
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反省点

• 本家ICANNのサイト重くて動画も音声も途切
れる
–ツイッターやUstコメントで流れる批判

– ICANNにはバックドア用のURLをお願いしていた
が向こうはそれどころじゃなかった

–同時通訳者にはとても頑張ってもらった

• フェイル・セーフなシステムを組んでなかった
–音声のみ別ストリームで同通の人に渡すとか

–ハングした時のシステムの速やかな切り替え
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統計情報・メディア取材
• 統計情報

– ユニーク視聴者数： 5,932人

– 合計視聴者数： 9,361人

– 平均視聴者数： 1,262人

•本家の平均視聴者数：約3,000人

• メディア取材
– 日経BP・PCオンライン：IPv4アドレス中央在庫がついに枯渇、ただし「こ
れは通過点」---4組織が式典とプレスカンファレンス

• http://pc.nikkeibp.co.jp/article/news/20110204/1030009/?P=3

– ＠IT：文字通り節目の「節分」に式典 IPv4中央在庫の配布終了は「通
過点」、本当の枯渇に備えを

• http://www.atmarkit.co.jp/news/201102/04/ipv4.html

– NHKかぶんブログ：インターネットの歴史上、重大な記者会見 日本の
コメント全文掲載です。

• http://www9.nhk.or.jp/kabun-blog/100/71591.html



なぜ同時通訳ストリーミングだったか

Local
Language

Local
Language

Local
Language

Local
Language

Global
Language

Globalization
(G11N)

Localization
(L10N)

Multilingualization
(M17N)

日本人から見た

Internationalization
(I18N)

グローバル側から見た

Internatinalization
(I18N)

Internatinalization
(I18N)

非常に重要な情報をL10N/M17Nしなくていいの？


